
若者も高齢者も

“長生きしたい社会”を

デザインできるか

世 の 中
ちょっと
良くする部
SIP’s Team for an Inclusive Society

［包摂的コミュニティプラットフォームの構築］シンポジウム 2025

参加申込

https://ebx.jp/entry/nibn-sip/

開催日時 2026年3月18日（水） 13:00~17:30
開催方法 ハイブリッド開催（会場：300名 / オンライン：200名）
会場 シティホール＆ギャラリー五反田
 東京都品川区西五反田8－4－13 五反田JPビルディング3階

主催：国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所　後援：内閣府

こちらのフォームから
お申し込みください

視点を変えると、解決すべき課題は  

ビジネスチャンスに見えてくる。

参加無料

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所　戦略研究支援部 SIP担当グループ　  TEL: 03-6273-3511　メール：info-sip3-housetsu@nibn.go.jp問合せ先（開催事務局）



ビジネス観点で捉える包摂課題

［包摂的コミュニティプラットフォームの構築］シンポジウム 2025

若者も高齢者も
“長生きしたい社会”を
デザインできるか
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第一部テーマ

13:10

オープニング＆挨拶
包摂という観点での社会課題と可能性

未来の“あたりまえ”を社会に実装するビジネスピッチ
【前半】地域コミュニティ / 子育て女性 / 働く女性 

展示見学 ＆ 休憩

休憩

展示見学 ＆ 休憩

17:05 ビジネスピッチ 結果発表＆表彰

総括＆挨拶

【後半】デジタル同居 / 金融包摂 / 多様性寛容 

学生や社会人の皆さんが誰かの何気ないひとことにはっとして、
違和感を感じた瞬間を集めたことばの博物館です。
自分があたりまえだと思っていたことへの違和感。
誰かがあたりまえだと思っていることへの違和感。
それは、あたらしいあたりまえのかけら。
さあどうぞ、歩を進めてあたらしいあたりまえの入り口へ。

包摂的コミュニティプラットフォームの構築に向け
これまで開発してきた社会技術の
一端を体験いただける展示です。
地域コミュニティ、子育て/働く女性、
高齢者や障害者などの課題に挑み、
社会に実装していくための一歩を紹介。
参加をお待ちしています。

各テーマによる体験展示

エントランス

ホール

ギャラリー

プログラムディレクター挨拶及び講演
久野 譜也　プログラムディレクター / 国立大学法人筑波大学 スマートウエルネスシティ政策開発研究センター センター長

川上 大輔　内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局審議官

玉川学園生徒代表
玉川学園生徒からの訴え ～　　　　　　　　　　  企画構想発表～

13:30

14:20

MC： 野嶋 紗己子 PIVOT MC・プロデューサー（元MBSアナウンサー）
登壇者： 久野 譜也
  入山 章栄 早稲田大学大学院 早稲田大学ビジネススクール 教授
 千葉 佳織 株式会社カエカ 代表取締役

MC：  松江 英夫 デロイトトーマツグループ 執行役 / 社会構想大学院大学 社会構想研究科 教授
審査員： 川本 恭治 城南信用金庫 相談役
 阪口 伸六 前高石市長 / 前全国市長会相談役 / 万博首長連合相談役
 佐藤 久恵 株式会社ワコールホールディングス 社外取締役 / 学校法人国際基督教大学 評議員
 谷本 有香 Forbes JAPAN 執行役員 Web編集長
 玉川学園生徒代表
 涌井 大輔 株式会社Labz. 代表取締役社長

MC：  目﨑祐史 サブプログラムディレクター / セコム株式会社 執行役員
審査員： 同上

青木 由行 サブプログラムディレクター / 一般財団法人不動産適正取引推進機構 理事長 / 元国土交通省都市局長

第二部テーマ 社会課題を成長のチャンスに変える

 ～　　　　　　スペシャルセッション～

世界が
古く見えた瞬間

わたしたちの未来会議発案による企画展示

（五十音順）


